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会
長
を
支
え
、
気
持
ち
も
新
た
に
更

に
患
者
支
援
、
ド
ナ
ー
支
援
に
力
を

注
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
月
15
日　

全
国
協
議
会
事
務
局

〈
協
議
事
項
〉

●
名
義
後
援
、
承
認
案
件

●
2
0
1
3
年
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
、
総
会
に
つ

い
て

●
事
務
局
移
転
に
つ
い
て 

●
暫
定
予
算
に
つ
い
て

●
マ
リ
ン
ロ
ー
タ
リ
ー
ラ
ブ
か
ら
の

基
金
提
案
に
つ
い
て 

●
休
業
補
償
制
度
の
紹
介
に
つ
い
て

●
東
日
本
大
震
災
被
災
患
者
支
援
基

金　

直
接
経
費
の
拠
出
に
つ
い
て

●
予
備
費
の
振
り
替
え
処
理
に
つ
い

て
〈
報
告
事
項
〉

●
財
団
関
連

●
共
催
事
業
に
つ
い
て

●
東
日
本
大
震
災
被
災
患
者
支
援
基

金　

受
付
・
給
付
状
況

●
白
血
病
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
受
付
状

況
●
「
佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
」

受
付
・
給
付
状
況

●
ド
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
受
付

状
況

〈
今
後
の
予
定
〉

２
月
19
日　

第
1
1
0
回
理
事
会

●
菅　

早
苗　

理
事

　

私
が
運
営
委
員
と
し
て
全
国
協
議

会
の
運
営
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
全

国
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
法
人
化
、
１
万
例

五
千
例
記
念
植
樹
、
認
定
N
P
O
取
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12月21日〜1月20日（合計3,953,460円）
千葉骨髄バンク推進連絡会（募金箱）

	 現金	 11,523円

姫路地区骨髄バンク推進センター（募金箱）

	 現金	 43,190円

みやざき骨髄バンク推進連絡会議（募金箱）

	 現金	 15,701円

箱根駅伝宮ノ下募金箱	 現金	 44,168円

嶋津	桂子	 現金	 3,000円

金井	真知子	 現金	 5,000円

重久	善俊	 現金	 20,000円

嶋津	桂子	 現金	 3,000円

	 	 （敬称略）

給付累計件数 25件 合計3,976,650円

東日本大震災
被災患者支援基金

基金積み増しにご協力ください
●郵便振替（通信欄に震災支援と記載）

特定非営利活動法人　全国骨髄バンク推進連絡協議会 
００１５０－４－１５７５４

●銀行の場合
特定非営利活動法人　全国骨髄バンク推進連絡協議会 
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第
109
回
理
事
会
報
告

　

２
０
１
２
年
正
月
、
新
春
の
箱
根

路
に「
た
す
き
に
熱
い
絆
を
こ
め
て
」

第
88
回
東
京
箱
根
往
復
大
学
駅
伝
が

開
催
さ
れ
、
今
年
も
骨
髄
バ
ン
ク
の

の
ぼ
り
が
沿
道
を
赤
く
染
め
ま
し
た
。

　

２
０
０
３
年
に
全
国
協
議
会
と
し

て
「
箱
根
駅
伝
に
お
け
る
骨
髄
バ
ン

ク
普
及
啓
発
活
動
」
を
取
り
組
み
始

め
て
か
ら
今
回
で
10
回
目
と
な
り
ま

す
。

  

特
に
、
今
回
は
昨
年
３
月
11
日
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
被
災
さ
れ

た
方
々
に
、「
感
動
と
勇
気
」
を
届

け
る
思
い
を
込
め
て
走
っ
た
と
選
手

を
は
じ
め
多
く
の
関
係
が
コ
メ
ン
ト

さ
れ
、
そ
の
様
子
は
テ
レ
ビ
を
通
じ

て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
は
も
と
よ
り
、

お
正
月
を
病
院
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
患
者
さ
ん
た
ち
に
も
届
い

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
例
年
行
っ
て
お
り
ま
す
宮
ノ

下
で
の
募
金
活
動
も
、
今
年
は
「
東

日
本
大
震
災
被
災
患
者
支
援
基
金
」

へ
の
募
金
活
動
と
し
て
実
施
し
、
沿

道
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
箱
根
駅
伝
で
の
活
動
は
、
東

京
、
千
葉
、
埼
玉
の
会
、
全
国
協
議

会
の
メ
ン
バ
ー
、
及
び
２
０
０
６
年

か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
プ
ル

デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
会
社
の
社
員

や
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
さ
ら
に

今
回
か
ら
小
田
原
付
近
に
ご
実
家
の

あ
る
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
の
参

加
や
、
当
日
、
そ
の
様
子
を
知
っ
た

読
売
新
聞
の
販
売
所
・
Ｙ
Ｃ
小
田
原

中
央
の
所
長
以
下
社
員
の
皆
さ
ん
が

一
緒
に
啓
発
に
協
力
く
だ
さ
る
な
ど
、

感
激
す
る
と
と
も
に
活
動
の
広
が
り

を
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

今
年
も
本
活
動
に
対
し
て
機
会
を

与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
関
東
学
生
陸

上
競
技
連
盟
様
、
の
ぼ
り
の
設
置
と

活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
宮
ノ
下

商
店
街
箱
根
駅
伝
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
様
、
鈴
廣
蒲
鉾
様
、
箱
根
町
消

防
署
様
、
箱
根
恵
明
学
園
様
、
沿
道

で
の
ぼ
り
旗
を
持
ち
奮
闘
さ
れ
た
プ

ル
デ
ン
シ
ャ
ル
社
関
係
の
皆
様
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
そ
し
て
宮
ノ

下
で
の
募
金
活
動
に
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
す
べ
の
皆
様
に
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
内
幸
町

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
主
人
と
、
名

古
屋
在
住
の
主
人
の
母
と
、
3
人
で

駅
伝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し

た
。

  

義
母
は
、
義
父
を
ガ
ン
で
亡
く
し

て
か
ら
ず
っ
と
鬱
病
を
患
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
義
母
が
、
昨
年
参
加
し

た
と
き
、「
誰
か
の
た
め
に
役
立
つ

活
動
を
す
る
っ
て
こ
ん
な
に
気
持
ち

の
良
い
こ
と
な
ん
だ
ね
！
」
と
目
を

キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
、「
ぜ
ひ
ま
た
参

加
し
た
い
。」
と
今
年
も
が
ん
ば
っ

て
東
京
ま
で
出
て
き
ま
し
た
。

  

義
母
の
病
状
も
日
に
日
に
良
く

な
っ
て
い
ま
す
し
、「
こ
ん
な
活
動

を
し
て
い
る
あ
な
た
の
会
社
は
す
ご

い
！
」
と
私
の
仕
事
へ
の
理
解
も
深

ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義

の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

  
来
年
は
私
の
両
親
と
も
に
参
加
し

た
い
で
す
。（
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生

命
保
険
㈱　

杉
江
美
樹
）

●
御
成
門

　

ま
だ
暗
い
早
朝
の
５
時
に
家
を
出

て
、
活
動
場
所
の
御
成
門
交
差
点
に

７
時
少
し
前
に
到
着
。

　

プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
の
皆
さ
ん
約
30

名
と
骨
髄
バ
ン
ク
関
係
者
４
名
が
集

合
し
、
大
谷
さ
ん
の
挨
拶
の
後
、
全

員
で
60
本
の
の
ぼ
り
を
セ
ッ
ト
し
て

選
手
の
来
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

　

８
時
10
分
頃
、
先
導
車
両
に
導
か

れ
た
選
手
団
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に

目
の
前
を
通
り
す
ぎ
、
活
動
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
い
て
二
回
目
の
参
加
で

す
が
、
来
年
は
ど
う
し
よ
う
か
な
？

　

増
上
寺
に
初
詣
し
て
今
年
の
平
穏

を
祈
願
し
帰
宅
し
ま
し
た
。

�

（
埼
玉
の
会　

冨
栄
美
穂
子
）

●
宮
ノ
下

　

１
月
２
日
の
箱
根
駅
伝
か
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
年
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
私
が
宮
ノ
下
富
士
屋
ホ
テ
ル

前
で
の
活
動
を
し
て
か
ら
、
連
続
４

回
目
に
な
り
ま
す
。
朝
６
時
前
に
は

家
を
出
て
、
帰
宅
は
夜
の
８
時
頃
、

一
日
が
か
り
で
す
。
そ
れ
で
も
箱
根

の
冷
気
の
中
で
、
選
手
が
近
づ
く
と
、

花
火
は
鳴
り
響
き
、
各
選
手
の
名
前

を
声
を
張
り
上
げ
て
声
援
す
る
の
が

楽
し
い
の
で
す
。
東
洋
大
の
山
の
神
、

柏
原
選
手
が
目
前
を
駆
け
抜
け
て
い

き
ま
し
た
。

　

今
年
も
地
元
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

で
、
の
ぼ
り
を
立
て
、
大
震
災
被
災

患
者
支
援
基
金
の
チ
ラ
シ
を
沿
道
を

う
め
る
大
勢
の
人
た
ち
に
渡
し
ま
し

た
。

　

大
声
で
募
金
の
お
願
い
を
し
、
伝

統
の
箱
根
駅
伝
で
の
活
動
へ
の
気
力

を
頂
き
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

�

（
東
京
の
会　

大
塚
礼
子
）

●
小
田
原

　

１
月
３
日
、
復
路
の
小
田
原
７
区

で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
初
め
て
の

ぼ
り
を
持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
同
じ
日
、
私
は
テ
レ
ビ
で

観
戦
。
赤
い
骨
髄
バ
ン
ク
の
の
ぼ
り

に
気
づ
い
た
の
も
テ
レ
ビ
の
画
面
で

で
し
た
。

　

な
ぜ
気
づ
い
た
か
と
い
う
と
、
バ

ン
ク
に
お
世
話
に
な
り
、
そ
の
年
の

春
の
終
わ
り
に
ド
ナ
ー
さ
ん
か
ら
骨

髄
を
頂
き
移
植
を
し
た
ば
か
り
だ
っ

た
か
ら
で
す
。「
骨
髄
を
頂
い
た
」

と
書
き
ま
し
た
が
、
私
は
「
命
を
頂

い
た
」
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ド
ナ
ー
さ
ん
か
ら
ま
た
新
し
い
命

を
頂
き
、
こ
ん
な
に
元
気
に
な
っ
て
、

今
度
は
私
が
病
気
と
闘
っ
て
い
る
患

者
さ
ん
を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
る

…
…
。
そ
う
い
う
感
謝
の
気
持
ち
で

の
ぼ
り
を
持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

赤
い
の
ぼ
り
を
見
て
、
辛
い
治
療

を
少
し
で
も
頑
張
る
気
持
ち
を
、
そ

し
て
治
る
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
く

だ
さ
っ
た
方
が
一
人
で
も
い
ら
し
た

ら
嬉
し
い
で
す
。�

（
宮
本
真
樹
）

●
田
町

　

１
月
３
日
、
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
か
ら
少

し
歩
い
た
国
道
15
号
線
か
ら
大
手
町

の
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
各
大
学
の
ア
ン

カ
ー
の
選
手
た
ち
が
左
折
す
る
交
差

点
に
、
近
県
か
ら
の
骨
髄
バ
ン
ク
関

係
者
が
二
十
名
ほ
ど
集
合
し
て
い
ま

し
た
。
の
ぼ
り
の
準
備
や
チ
ラ
シ
配

り
を
し
な
が
ら
、
携
帯
の
ワ
ン
セ
グ

で
一
位
で
通
過
す
る
で
あ
ろ
う
東
洋

大
学
の
選
手
が
近
く
な
る
の
を
待
ち

ま
し
た
。
遠
く
に
先
導
す
る
白
バ
イ

が
見
え
る
と
応
援
の
輪
も
幾
重
に
も

な
り
、
我
々
は
骨
髄
バ
ン
ク
の
赤
い

の
ぼ
り
が
Ｔ
Ｖ
に
よ
く
映
る
よ
う
に
、

ま
た
他
の
応
援
者
の
邪
魔
に
な
ら
な

い
よ
う
に
の
ぼ
り
を
高
く
掲
げ
て
応

援
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
ラ
ン
ナ
ー
が
駆
け
抜
け
た

後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
た
ち
の
お

元
気
な
お
顔
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、

寒
い
日
で
し
た
が
心
の
中
は
温
か
い

も
の
を
感
じ
な
が
ら
帰
路
に
着
き
ま

し
た
。�

（
千
葉
の
会　

仲
田
幸
江
）

箱
根
駅
伝
で
10
回
目
の
啓
発
活
動

全
て
の
皆
様
に「
感
動
と
勇
気
」を
届
け
た
く
て

　

こ
の
度
は
、
私
た
ち
患
者
会
の
署

名
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

C
A
E
B
V
は
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
が

原
因
の
病
気
で
す
。
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス

は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
、

日
本
に
お
い
て
、
成
人
の
9
割
以
上

の
人
が
感
染
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
無
症
状
の
ま
ま
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
潜
伏
感
染
し
ま
す
が
、
稀

に
高
熱
や
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
な
ど
の

症
状
を
頻
発
す
る
C
A
E
B
V
と
な

る
人
が
い
ま
す
。
進
行
す
る
と
悪
性

リ
ン
パ
腫
や
白
血
病
に
至
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

病
気
の
仕
組
み
自
体
、
未
解
明
な

こ
と
も
多
く
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
大
変
難
し
い
病
気
で
す
。
似

た
症
状
の
病
気
が
多
数
あ
り
、
診
断

　
理
事
会
メ
ン
バ
ー
の
抱
負

　

慢
性
活
動
性
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
A
E
B
V
）

　

署
名
活
動
に
ご
協
力
を
！

し
に
く
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
有
用
な

検
査
（
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
Ｄ
Ｎ
Ａ
定
量

検
査
）
が
自
費
診
療
な
た
め
、
大
変

高
額
で
あ
り
、
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
寛
解
に
最
も
有
効
と
さ
れ

る
治
療
法
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
だ

け
で
す
。
移
植
を
受
け
る
た
め
に
も
、

早
期
の
段
階
で
の
発
見
が
必
要
な
の

で
す
。
さ
ら
に
、
治
療
中
に
も
複
数

回
の
検
査
が
必
要
で
す
。

　

患
者
会
で
は
、
C
A
E
B
V
の
周

知
と
検
査
に
か
か
る
費
用
の
保
険
適

応
を
政
府
に
求
め
る
た
め
、
署
名
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
の
ご
協

力
を
何
卒
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
C
A
E
B
V
患
者
会「
S
H
A
K
E

（
シ
ェ
イ
ク
）」
奥
中
）

得
…
…
な
ど
な
ど
、
様
々
な
出
来
事

が
あ
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
加
盟
団
体
の
皆
様
を
始
め
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き

た
事
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
期
は
理
事
と
し
て
こ
れ
ま
で
で

き
た
事
、
で
き
な
か
っ
た
事
を
忘
れ

ず
に
、
長
年
全
国
協
議
会
を
牽
引
し

て
下
さ
っ
た
大
谷
貴
子
前
会
長
か
ら

会
長
職
を
引
き
継
い
だ
市
川
團
十
郎

全国協議会事務局　移転します
　2月9日より、住み慣れた新宿区愛住町から千代
田区東神田に事務所を移転することになりました。
新事務所の連絡先は以下のとおりです。
　〒101-0031　東京都千代田区東神田1-3-4
 KTビル3Ｆ
　TEL：03-5823-6360　FAX：03-5823-6365
　詳細は来月号でご紹介します。
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共
催
イ
ベ
ン
ト

北
か
ら
南
か
ら

　　　		12月21日〜1月20日		　　　
福豊帝酸株式会社	 現金	 300,000円
福豊帝酸株式会社	 現金	 40,180円
株式会社エアネット	 現金	 134,000円
三井化学株式会社チビットワンコイン
	 現金	 200,000円
三井化学株式会社	 現金	 200,000円
エグゼキューブ株式会社	 現金	 700円
天本	祐爾	 現金	 30,000円
志田	和子	 現金	 20,000円
越田	智佳子	 現金	 3,000円
賣野	眞弓	 現金	 5,000円
匿名	 現金	 5,000円

●白血病患者支援基金
ケンコウ調剤薬局	 現金	 8,907円
やきとりおばこ	 現金	 24,800円
嶋津	桂子	 現金	 3,000円
峯	カズミ	 現金	 2,000円
嶋津	桂子	 現金	 3,000円

●佐藤きち子患者支援基金
MRIインターナショナル,INC.
	 現金	 26,000円
高橋	清英	 現金	 5,000円
	 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

地
下
街
の
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

札
幌
の
新
し
い
空
間
で

北海道札幌市

骨
髄
バ
ン
ク
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ク
リ
ス
マ
ス 

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
１

兵庫県姫路市

縁
結
び
の
地
で

ド
ナ
ー
さ
ん
に
感
謝

島根県出雲市

の

骨髄バンクの最新情報をお知らせする───────────────────────� 骨髄バンクNOW
●平成23年のドナー登録者数
　平成23年（1〜12月）の新規ドナー登録者数は、昨年に比べて
2,694人増の38,836人（前年比約7％増）で、2年連続しての増加
傾向です。東日本大震災の影響もあり、4・5月には登録者数が落
ち込みましたが、6月以降は前年を上回って推移し、特に9月804
人、11月758人、12月901人と大幅な増加が見られました。県別
にみると、昨年同様、緊急雇用対策で献血ルームへの職員派遣を
行った埼玉県が大きく数字を伸ばしており、登録者拡大に具体的
な取り組みを行った群馬県や富山県などでも、顕著な増加が見ら
れます。窓口別では、献血並行登録会でのドナー登録
者は702人の減少で、これは4・5月併せて1,200名以上
の落ち込みがあった影響と考えられます。被災地以外
でも、イベントの自粛や延期にともなう登録会の中止
が多く見られました。一方、献血ルーム・血液センター
における登録者は3,687人の増加が見られ、ＡＣによる
広報が再開された効果が大きいと思われます。
　なお、この度ドナー登録者が40万人に到達したこと
を受け、1月12日（木）にプレスリリースを行いました。

●平成23年の移植数およびコーディネート状況
　平成23年の移植数は1,215件（国内ドナー⇒国内患
者：1,203件、海外ドナー⇒国内患者：4件、国内ドナー

⇒海外患者：8件）でした。平成22年の件数（合計：1,213件、
国内ドナー⇒国内患者：1,200件、海外ドナー⇒国内患者：5件、
国内ドナー⇒海外患者：8件）とほぼ同数ですが、国内ドナーか
ら国内患者への提供がやや増加しました。
　また、平成23年の確認検査数は5,648件（前年比98％）、最終
同意は1,532件（前年比105％）でした。コーディネート期間に
ついては、ドナーコーディネート開始から骨髄採取までの期間の
中央値は120日で、前年の121日より1日短縮されました。

《財団マンスリー JMDP（1月13日発行）より抜粋》

■12月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 1,418人、献血併行型集
団登録会／ 2,284人、集団登録会／ 30人、その他／ 121人
◆日本骨髄バンクの現状（平成23年12月末現在）
 11月 12月 現在数 累計数
ドナー登録者数 4,797 3,853 400,972 527,023
患者登録者数 254 228 2,915 34,642
骨髄移植例数 112 96 － 13,713
20歳未満ドナー登録者 － 305 16,574*1 －
51歳以上ドナー 255*2 156*3 25,565*4 －
注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*1）17年3月〜 *2）51歳以上ドナーの延長数 *3）51歳以上ドナーの新規登録数 *4）17
年9月〜

菅
野
美
奈
さ
ん

そ
の
3

　

１
月
15
日
、
こ
こ
縁
結
び
の
地
、

出
雲
で
『
骨
髄
バ
ン
ク
設
立
20
周
年

記
念
講
演
会
』
と
題
し
て
、
三
百

人
収
容
の
出
雲
市
役
所
く
に
び
き
大

ホ
ー
ル
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

例
年
荒
れ
模
様
の
こ
の
時
期
に
、

会
場
内
は
立
見
の
人
も
出
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
で
、
会
は
３
部
構
成
、
１

部
で
は
島
根
県
内
の
調
整
医
師
の
先

生
達
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
島
根
県

の
現
状
と
将
来
展
望
に
つ
い
て
話
し

て
も
ら
い
、
２
部
は
骨
髄
移
植
で
命

を
助
け
ら
れ
た
と
い
う
体
験
を
お
持

ち
の
古
美
術
鑑
定
士
・
安
河
内
眞
美

氏
を
お
招
き
し
て
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の

想
い
を
込
め
た
講
演
を
い
た
だ
き
、

そ
し
て
、
第
３
部
で
は
「
ド
ナ
ー
さ

ん
あ
り
が
と
う
」
の
意
味
も
込
め
て

患
者
さ
ん
、
看
護
師
、
家
族
、
医
師
、

ド
ナ
ー
さ
ん
達
に
ご
登
場
い
た
だ
い

て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
形
で
そ
れ
ぞ

れ
の
方
の
想
い
を
述
べ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
昨
年
提
供
者

に
な
ら
れ
た
益
田
市
長
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

場
内
に
特
設
の
ド
ナ
ー
登
録
受
付

を
設
け
日
赤
か
ら
派
遣
し
て
い
た
だ

い
た
医
師
と
看
護
師
に
問
診
と
採
血

業
務
を
お
願
い
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

20
数
名
の
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
開
催
経
験
を
今
後
に
生

か
し
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
ご
指
導
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
実
行
委
員
会　

田
中
）

　

札
幌
に
は
、
40
年
以
上
昔
の
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
で
き
た
地
下

商
店
街
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ

こ
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
う
に
は
規
制
が
厳
し
す
ぎ
て
、
ほ

ぼ
何
も
や
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

昨
年
３
月
開
通
し
た
《
札
幌
駅
〜

大
通
駅
間
》
の
地
下
歩
行
通
路
は
、

冬
季
間
の
市
民
活
動
に
配
慮
し
て
最

初
か
ら
ア
ー
ト
展
示
・
大
道
芸
等
イ

ベ
ン
ト
・
物
販
な
ど
の
エ
リ
ア
が
仕

組
ま
れ
て
い
て
、
私
た
ち
の
活
動
も

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
の
通
行
量
８
万
人
と
は
札
幌

で
は
驚
異
の
数
字
で
す
。
12
月
18
日

日
曜
日
、
こ
こ
で
行
わ
れ
た
札
幌
市

の
主
催
に
よ
る
授
産
施
設
の
製
品
販

売
な
ど
の
福
祉
イ
ベ
ン
ト
と
共
同
の
、

健
康
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

写
真
は
、
そ
の
エ
リ
ア
に
設
け
ら
れ

た
マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
た
骨

髄
移
植
の
案
内
で
す
。

　

今
回
は
、
Ｐ
Ｒ
が
目
的
で
登
録
は

予
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

す
ぐ
に
登
録
し
た
い
と
い
う
人
も
い

て
、
札
幌
駅
前
献
血
ル
ー
ム
に
ご
案

内
し
た
方
も
一
人
お
い
で
で
し
た
。

�

（
北
海
道
協
会　

瀧
）

　

昨
年
12
月
24
日
に
骨
髄
バ
ン
ク
支

援
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
2
0
1
1
」
を
開
催
し

２
５
０
名
も
の
方
々
に
ご
来
場
頂
き

ま
し
た
。

  

第
一
部
は
、
姫
路
市
立
書
写
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
方
に
、
力
強
い
す
ば

ら
し
い
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

  

第
二
部
で
は
、
毎
年
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
賢
明
女
子
学
院
ハ

ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー
の
方
の
演
奏

で
、
会
場
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
や
さ
し

い
音
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
部
と
二
部
の
間
に
は
、
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
姫
路
の
会
員
様
の
ご

協
力
の
も
と「
被
災
患
者
支
援
基
金
」

の
募
金
を
行
い
ま
し
た
。

  
ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
、
兵
庫
県
立

大
学
体
育
会
の
方
に
お
手
伝
い
い
た

だ
き
「
慢
性
活
動
性
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」
の
周
知
・
費
用
の
患
者
負

担
軽
減
の
要
望
書
の
署
名
活
動
も
行

い
ま
し
た
。

  

中
学
生
や
高
校
生
に
出
演
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
若
い
世
代
の

方
た
ち
に
骨
髄
バ
ン
ク
を
知
っ
て
も

ら
え
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
毎
年
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
姫
路
の
会　

濱
田
）

　

１
月
９
日
、
東
京
医
科
歯
科
大
学

湯
島
キ
ャ
ン
パ
ス
鈴
木
章
夫
記
念
講

堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。
７
班
の
研
究

成
果
が
一
般
向
け
に
報
告
さ
れ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
当
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
か
ら
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

名
古
屋
大
学
熱
田
先
生
か
ら
は
、

移
植
件
数
、
生
存
分
析
な
ど
の
全
国

一
元
化
登
録
が
始
ま
り
公
開
さ
れ
て

い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
基
に
、
よ
り
適
切

な
移
植
が
可
能
に
な
る
の
で
は
と
、

期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
森
島
先
生

の
報
告
「
非
血
縁
ド
ナ
ー
を
選
択
す

る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
」
で
は
、
Ｈ
Ｌ

Ａ
不
適
合
の
場
合
の
移
植
可
能
性
、

選
択
に
つ
い
て
判
っ
て
き
て
い
る
こ

と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
の
感
じ
を
受

け
、
更
な
る
成
績
向
上
に
繋
が
れ
ば

と
の
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

名
古
屋
第
一
赤
十
字
病
院
宮
村

先
生
か
ら
は
、「
非
血
縁
の
末
梢
血

幹
細
胞
移
植
と
骨
髄
移
植
の
違
い

は
？
」
と
い
う
こ
と
で
、
近
年
増
え

つ
つ
あ
る
ミ
ニ
移
植
に
必
要
な
ソ
ー

ス
で
あ
り
、
移
植
ま
で
の
期
間
短
縮

が
期
待
さ
れ
る
非
血
縁
末
梢
血
幹
細

胞
移
植
の
利
点
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
期
待
と
共
に
、
会

場
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
様
に
、
採
取

施
設
が
増
え
て
い
る
か
な
ど
、
ま
だ

途
上
の
感
じ
も
し
ま
し
た
。

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病

院
の
福
田
先
生
か
ら
は
、
移
植
成
績

向
上
に
有
効
な
薬
剤
、
機
器
で
海
外

で
使
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
内
で
は
未
承
認
な
も
の
が
多
く
あ

る
が
、
オ
ー
フ
ァ
ン
領
域
で
も
あ
る

た
め
、
医
療
者
の
努
力
、
製
薬
会
社

の
協
力
、
患
者
の
声
な
ど
の
活
動
が

承
認
に
向
け
て
効
果
的
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

全
体
的
な
印
象
と
し
て
、
研
究

テ
ー
マ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
毎
年
新

し
い
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
、
移
植

成
績
向
上
に
向
け
た
先
生
方
の
熱
意

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。�

（
溝
口
）

平
成
23
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究

　

免
疫
ア
レ
ル
ギ
ー
等
予
防
・
治
療
研
究
事
業
／
が
ん
臨
床
研
究
事
業

　

造
血
細
胞
移
植
研
究
７
班
合
同
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

女
優
の
小
川
美
那
子
さ
ん
と
知
り

合
い
、
彼
女
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

〝
私
た
ち
に
光
を
！　

生
き
る
こ
と

を
諦
め
た
く
な
い
か
ら
…
…
〟
と
い

う
お
芝
居
の
最
後
に
、
提
供
の
体
験

談
を
話
す
機
会
を
頂
き
、
時
々
話
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
そ
こ
で
骨
髄
提
供
を
受
け

て
生
還
し
た
青
年
と
知
り
合
う
チ
ャ

ン
ス
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
彼
は
、
私

が
提
供
し
た
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
が
提
供
さ
せ
て
頂
い
た
人
も
青
年

　

久
し
ぶ
り
の
コ
ー
ナ
ー
復
活
！

　

な
つ
か
し
の
第
１
回
（
本
紙
第

１
２
２
号
）
に
登
場
頂
き
ま
し
た
が
、

75
歳
に
な
ら
れ
た
マ
ッ
キ
ー
こ
と
牧

薗
次
男
さ
ん
が
再
登
場
で
自
ら
執
筆

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊

　

日
本
一
早
い
公
認
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
「
指
宿
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
」
は
毎

年
１
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
成
人
の
日
に
行
わ
れ
る
城
山
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
献
血
併
行

ド
ナ
ー
登
録
会
が
、
第
二
日
曜
日
と

重
な
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
し
ば

ら
く
骨
髄
バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
マ
ラ
ソ
ン
出

場
は
止
め
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
一
昨
年
10
月
、
骨
髄
バ

ン
ク
パ
ネ
ル
展
の
最
終
日
の
帰
宅
途

中
、
自
転
車
同
士
の
事
故
で
半
月
板

を
損
傷
し
、
チ
ラ
シ
配
り
も
出
来
な

い
状
態
で
し
た
が
、
ほ
ぼ
回
復
し
ま

し
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
ハ
ー
フ
で
リ
タ
イ
ア
し
ま
し

た
が
、
来
年
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
目

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

牧
薗
次
男
さ
ん
（
鹿
児
島
）
の
巻

指
し
ま
す
。

　

夜
は
献
血
併
行
ド
ナ
ー
登
録
会
の

皆
さ
ん
と
合
流
し
、
久
し
ぶ
り
に
新

年
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

と
聞
い
て
い
た
の
で
、
彼
と
会
っ
た

時
「
私
が
提
供
し
た
人
も
き
っ
と
元

気
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
！
」
と
確

信
し
ま
し
た
。
息
子
に
伝
え
た
ら
、

良
か
っ
た
ね
と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

退
院
前
に
一
度
だ
け
息
子
が
見
舞

い
に
来
て
く
れ
た
時
の
こ
と
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
初
め
て
あ

ん
な
に
長
く
一
人
で
電
車
に
乗
り
、

ま
た
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
片
道
一
時

間
以
上
掛
け
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
時
に
、
他
愛
も
な
い
こ
と
を

話
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
明
る
い
う

ち
に
帰
そ
う
と
思
い
、
売
店
で
お
菓

子
を
買
い
与
え
、
私
は
病
院
外
に
は

出
ら
れ
な
い
の
で
病
院
の
出
口
ま
で

見
送
り
ま
し
た
。

　

明
日
、
ま
た
会
え
る
の
は
解
っ
て

居
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
抱
き
寄
せ
ま

し
た
。

　

息
子
の
髪
の
匂
い
は
健
康
な
人
間

の
匂
い
で
し
た
。
息
子
は
両
手
を
私

の
背
中
に
回
し
て
一
瞬
ぎ
ゅ
っ
と
し

て
、
バ
ス
停
に
向
か
っ
て
走
っ
て

行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

丁
度
バ
ス
が
来
て
、
息
子
は
バ
ス

に
乗
り
込
む
際
、
一
瞬
振
り
返
っ
て

手
を
振
り
、
バ
ス
の
中
に
消
え
ま
し

た
。

　

バ
ス
が
行
っ
て
し
ま
う
と
、
何
だ

か
良
い
景
色
が
消
え
て
し
ま
っ
た
様

で
、
暫
く
ぼ
〜
っ
と
佇
ん
で
い
ま
し

た
が
、
ふ
と
、
明
日
会
え
る
ん
だ

…
…
と
思
い
返
し
病
室
ま
で
戻
り
ま

し
た
。

　

あ
れ
か
ら
六
年
経
ち
ま
し
た
。
私

が
退
院
し
て
一
週
間
後
に
本
田
美
奈

子
さ
ん
が
亡
く
な
り
月
日
の
流
れ
を

感
じ
ま
す
が　

今
、
生
か
さ
れ
て
い

る
命
に
感
謝
し
、
私
の
体
験
が
誰
か

の
お
役
に
立
て
る
な
ら
嬉
し
い
と
思

い
ま
す
。�

（
完
）
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